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              図２－１ 授業中に携帯電話・私語・居眠りをしない 









図２－２ 保育１年 授業中に携帯電話・私語・居眠りをしない 図２－３ 保育２年 授業中に携帯電話・私語・居眠りをしない 
また、学生の授業への取り組みの中で具体的な態度として挙げた「携帯電話を使 
   わない・私語をしない・居眠りをしない」という３つの問いに対して、『あてはまる』、 






















































        
 










                 
 





































































































図８－２ 保育１年 教員の説明は分かりやすく理解できた    図８－３ 保育２年 教員の説明は分かりやすく理解できた 
また、「教員の説明は分かりやすく理解できた」という問いに対しては、『あてはまる』、 








































































        図１１－１ 弾き歌いが出来るようになった 



































 図１２－２ 保育1年 この授業形態は効果的であると感じる   図１２－３ 保育2年 この授業形態は効果的であると感じる 
しかし、「この授業形態で行うことが効果的である」という問いに対して、『あて











見を内容別にまとめた（資料１参照）。   
資料１ 
自由記述の主な内容 保育科１年〔人数〕 保育科２年〔人数〕 
①弾き歌いができるようになった ２９ １８ 
②ピアノの技術が向上した ５１ ３８ 
③保育現場で役に立つ    ８    ５ 
④ピアノへの意欲が高まった １５    ８ 
⑤熱心・親切な先生との出会い ４０ ２９ 
⑥他の人のレッスンで学べる ２４ ２６ 
肯定的な意見の合計 １６７ １２４ 
⑦授業中の練習時間がなくなったことについての不満 ３９ ５８ 
⑧グループ授業の内容についての不満 ７４ ２０ 
⑨レッスンノートについての不満    １    ８ 
⑩レッスン室についての不満    ７    １ 
否定的な意見の合計 １２１ ８７ 
自由記述の総数 ２８８  ２１１ 







































































⑥他の人のレッスンで学べる   
   他の人のレッスンで学べることに関した記述は、１年生で２４名、２年生では２６名 















⑦授業中の練習時間がなくなったことについての不満                




















⑧グループ授業の内容についての不満                      






























































































































   を探す。特に、朝の始業前、昼休み、放課後などに１０分、１５分程度でも隙間 
時間はないか検討する。 
 ⅱ．いつ、どこで練習するかを具体的に決めてレッスンノートに書かせ、実行できる 
   よう支援する。その際、昼休み等の学内の滞在時間内にレッスン室を使用するこ 
とを推奨する。 
 ⅲ．弾けるようになった曲をレッスンノートに明記し、時々弾くことでレパートリー 
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                                   資料２ 




＜①あてはまる ②ややあてはまる ③どちらでもない ④あまりあてはまらない ⑤あてはまらない＞ 






 f. １週間のおよその練習時間を記入してください   時間 
 
２．授業内容について、以下の質問に該当する数字を書いてください。 
＜①あてはまる ②ややあてはまる ③どちらでもない ④あまりあてはまらない ⑤あてはまらない＞ 





ｅ． 弾き歌いができるようになった  
ｆ． この授業形態は効果的であると感じる  
 
３．以下の点について具体的に記入してください。                     
（１）この授業を受講して良かったと思った点 
                                                   
                                                   
                                                   
（２）この授業を受講して良くないと思った点及び改善点 
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